
 

 

 

 

団体・学校の特徴 
 市としては平成 28 年度から、学校としては令和元年度からコミュニティ・スクールを導入している。子供の思いや願

いを中心に、関わる人がつながり高まり合う活動をめざしている。 

所在地（市町村名） ふじみ野市 会員数又は児童生徒数 ４４２名 活動期間 ２年７か月 

活 動 内 容 
 コロナ禍による教育活動の制限が続く中で、子供たちが自分の思いやアイディアを学校運営協議会に伝え、一緒に実

現する取組を展開した。 

  

ふじみ野市立大井小学校  

地域協働学校（CS）を核とした地域学校協働活動の推進  

 
特 徴 的 な 活 動 

子供たちの思いを 4つのプロジェクトに整理して発表し、地域

の方に協力してほしいことを伝える。 

大人と子供のボランティアが土づくりから始め植栽活動へ 

学校運営協議会委員と教職員がともに部会で考え、課題を整理 

学習計画を把握し、地域人材を発掘し教育

活動につなげる地域コーディネーター 

地域協力者が、市民大学でプログラミング講

座を主宰し、学校に協力できる人財を育成 



 
 


